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２ 東海豪雨以降の本市での対策２ 東海豪雨以降の本市での対策

３ 新川流域の排水調整ルールの確立３ 新川流域の排水調整ルールの確立

○雨水ポンプ場の整備
・助七ポンプ場（平成21年）
・芳野ポンプ場（平成28年）
・西清洲ポンプ場（計画中）
○雨水ポンプ場の改修
・堀江ポンプ場の長寿命化工事（整備中）
・豊田川ポンプ場の長寿命化工事（整備中）
○その他の対策
・下水道管の整備等

東海豪雨による新川堤防決壊の被害を受け、堤
防の決壊を防ぐため、河川水位が一定の基準を超
えた場合、排水ポンプ場の運転を停止するという
ルールが平成１３年に定められました。堤防の決壊
という最悪の被害を防ぐために必要なルールです
が、排水ポンプ停止により道路の雨水を河川に排水
できなくなるため、内水氾濫が発生する危険性が高
まります。
直近では、平成２９年１０月の台風時に、五条川の
水位が排水ポンプ停止基準水位まで残り数cmのと
ころまで達しました。今後も台風や豪雨の際に、排水
ポンプを停止しなければならない場合があります。

対策Ⅰ：雨水を排水する

排水ポンプの運転が停止すると、道路冠水が始まり浸水が発生します。
みずから守るために、早目の避難を心がけましょう！

対策Ⅱ：雨水を貯水する

○調整池の整備【全１２箇所】
・JR枇杷島駅東地下調整池
　（貯留量10,440㎥）
・助七公園調整池（貯留量4,800㎥）

1 東海豪雨の記録（平成１２年９月１１日）1 東海豪雨の記録（平成１２年９月１１日）

　新川の堤防の決壊や内水氾濫により、市内で多数の浸水被害が生じました。
【清須市内の被害】
床上浸水　　６，４６７件
床下浸水　　１，６７６件
避難人数　１４，４９６人

運転調整を実施しなかった場合

運転調整を実施した場合

あなたは大丈夫？ 水害から命を守るために

早目の避難を
するためには？

（イラスト：国土交通省庄内川河川事務所提供）
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国土交通省　川の防災情報
スマホ版　http://www.river.go.jp/
　　　　　s/xmn0105010/
パソコン版　http://www.river.go.jp/
　　　　　kawabou/ipTopGaikyo.do

ＳＴＥＰ１　各種情報に注意しよう！

　水害が発生する恐れが高いときには、以下の情報に注意しましょう！
① テレビやラジオをつけよう！
　外で大雨が降っているときは、テレビやラジオをつけて気象情報や
気象警報・注意報、避難情報など、各種情報に注意しましょう。また、テ
レビのリモコンのｄボタンを押すことで表示されるデータ放送では、災
害時に役立つ情報を確認できるため、積極的に活用しましょう。
② 気象情報・河川の水位情報に注意しよう！
　河川の水位が一定の水位に達すると、排水ポンプ場の運転が停止し、浸水が急速に進みます。大
雨のときには、次のホームページでこれから降る雨の情報や河川の水位を確認しましょう。

③ 市からの避難情報に注意しよう！
　河川の水位が各基準水位に達した際、以下の方法で市から避難情報を発信します。

避難のための心得

○広報車
　市の職員及び消防団員が広報車で巡回
します。

データ

気象庁ホームページ　
高解像度降水ナウキャスト
https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/

愛知県　川の防災情報
http://www.kasen-
　　　　　 owari.jp/m/

○防災行政無線【拡声器】
　音声情報により、避難情報の発令をお伝えしま
す。なお、以下のホームページで伝達文のサンプ
ル文章をご確認いただけます。
http://www.city.kiyosu.aichi.
jp/bosai_anshin/saigai_joho
/bosaimusen.html
自動音声サービス
　☎052－400－2913

○災害情報共有システム【Lアラート】
　避難情報は、テレビ、ラジオ、インター
ネットやメールで即座に発信されます。
　このシステムを、災害情報共有シス
テム（Lアラート）といいます。

○登録制メール【あんしん・防災ねっと】
　「あんしん・防災ねっと」では、災
害時に避難所の開設状況や避難
情報などをメールで発信します。
http://www.city.kiyosu.aichi.
jp/bosai_anshin/bohan_joho
/saigai_hanzai_sonae.html

避難情報・ポンプ停止広報など
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各河川の水位が、下の絵で示された「ポンプ停止水位」を超えた場合、堤防の決壊を防ぐため
に排水ポンプを停止します。
ポンプ停止時には、市内各所が浸水するため外に出て避難をすると大変危険です。
左のマップの赤く塗られた地域は、特に警戒をする必要があります。
排水ポンプが停止する前に、早目の避難をすることを心がけてください。

※避難方法を詳しく知り
たい方は、清須市水害
対応ガイドブック内の
「逃げどきマップの判定
フロー」をご活用くださ
い。清須市ホームペー
ジからでもご覧いただ
けます。

■問合せ　防災行政課
　　　　　（北館3階）

ＳＴＥＰ２　避難の方法を知ろう！

・市が発令する避難情報は、避難の目安になります。
・ご自身の体力や、安全な場所までの所要時間を考慮して避難しましょう。
・高齢の方などは、歩くスピードを考慮して余裕をもって避難しましょう。
・夜中に避難をすると辺りが暗く危険です。明るいうちに避難しましょう。

STEP１の各種情報を頼りに、避難のタイミングを考えましょう。

いつ避難を開始したらいいですか？

どこへ避難をしたらいいですか？
・必ず指定避難所に逃げなくてはならないわけではありません。
・自宅が１階の場合、指定避難所や近所の高い建物に避難しましょう。
・自宅が2階以上の場合、上層階への避難（在宅避難）も考えましょう。
・左のマップ上の避難所からの距離を考慮して、避難先を検討しましょう。

住まいの環境や自身の体力によって避難方法は異なります。
この機会に、皆さんにとって最適な避難方法を考えましょう。

五条川 新　川 庄内川
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「みずから守る」市民一人ひとりの行動を考えよう！

※「避難所到達30分圏内」の
円は、避難所から直線距離で
500mを示したものです。
　川や橋の位置などは考慮さ
れておりませんので、ご注意
ください。



平成29年度(平成30年度採用)平成30年度(平成31年度採用) 清須市職員採用候補者試験案内清須市職員採用候補者試験案内清須市職員採用候補者試験案内
平成３０年度（平成３１年度採用）の清須市職員採用候補者試験を次のとおり実施します。

※短大には、学校教育法による専修学校専門課程のうち、修学年限が２年以上であり、かつ、１，６００時
間以上の授業の履修を義務付けているものを含みます。

●受付期間　　６月１日(金)～１４日(木)
●受付時間　　月～金曜日の午前８時３０分～午後５時１５分まで(正午～午後１時を除く。)
●申込方法　　申込書、履歴書などの申込書類を持参又は郵送により提出してください。
　　　　　　　(６月１４日(木)午後５時１５分必着)
　　　　　　　※申込書及び履歴書は、市指定の用紙を使用してください。試験案内、申込書及び履歴書は、
　　　　　　　　人事秘書課(北館３階)で直接受取るか、市ホームページからダウンロードしてください。
●試験内容

●職種、人員、受験資格及び試験期日

※第１次試験合格者は、後日、面接及び実技などの試験を行います。
●申込・問合せ　　清須市役所　企画部　人事秘書課(清須市役所北館３階)
　　　　　　　　　〒452－8569　清須市須ケ口1238番地
　　　　　　　　　☎052－400－2911(内線3012･3050)

試　験　内　容

教養試験、論文試験及び適性検査

教養試験、論文試験、専門試験及び適性検査

職　種
事務職

保育士及び幼稚園教諭
管理栄養士

事務職(身体障害者対象)
事務職(土木・建築)

保健師

職　種 採用予定
人員 受　験　資　格

事務職 平成４年４月２日以降に生まれた方で、大学、短大又は高専を
卒業又は来春卒業見込みの方

10名
程度

管理栄養士 昭和58年４月２日以降に生まれた方で、管理栄養士資格を有
する方 9月16日（日）1名

保健師 平成４年４月２日以降に生まれた方で、保健師資格を有するか
来春取得見込みの方若干名

保育士及び
幼稚園教諭

10名
程度

平成4年４月２日以降に生まれた方で、保育士資格と幼稚園教諭
免許の両方を有するか来春取得見込みの方

事務職
(身体障害者対象) 若干名

身体障害者手帳の交付を受けた方で、次のいずれにも該当する方
・昭和６3年４月２日以降に生まれた方で、大学、短大又は高専を
卒業又は来春卒業見込みの方
・自力で通勤し、介護者なしで事務職として職務の遂行が可能な方
・活字印刷文による出題に対応できる方

事務職
（土木・建築）若干名

昭和６3年４月２日以降に生まれた方で、土木課程又は建築課程
を専攻し、大学、短大又は高専を卒業又は来春卒業見込みの方

第1次試験日

7月22日（日）
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　１２月１日(土)に開催される「第１３回愛知県市町村対抗駅伝競走大会～愛知駅伝～」の清須市代表選
手候補を募集します。
【募集内容】
募　　集　小学生(男・女)、中学生(男・女)、ジュニア＜高校生＞(男・女)
　　　　　一般(男・女)、４０歳以上(男女不問)
資　　格　市内にお住まいの方(県内の小・中・高校生は保護者の住まいが市内であること。)
応募期日　６月２２日(金)まで
■申込・問合せ　スポーツ課(南館１階)

第１3回愛知県市町村対抗駅伝競走大会
清須市代表選手候補募集！！

愛知万博
メモリアル

■問合せ　産業課(南館３階)

　美濃路に初夏を告げる「尾張西枇杷島まつり」が開催されます。まつりでは、
歴史を誇る５輌の山車が美濃路沿いを練り歩き、勇壮な山車とともに山車の
上で舞うからくり人形も見ものです。

※２日(土)には、リバーランドで花火を打ち上げます。(荒天の場合は３日(日))
　打上げ花火の開始時刻が午後7時４５分に変更になりました。
※詳しくは広報清須５月号折込の「尾張西枇杷島まつりガイド」をご参照下さい。

　今年も花火打上げ時(午後7時３０
分～9時３０分)の美濃路一部区間の
一方通行を実施し、加えて花火終了後
の名鉄二ツ杁駅からみずとぴぁ庄内ま
での道路の一方通行を行います。
　近隣の皆様には、ご不便をおかけし
ますがご協力お願いします。

と き 6月2日(土)・3日(日)　ところ 美濃路

美濃路まつり会場 歩行者一方通行の実施のお知らせ

尾張西枇杷島まつり

６月2日㈯午後7時30分～9時30分

６月2日㈯午後8時～9時30分
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さ
い
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開
会
時
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い
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午
前
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時
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ら
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事
調
査
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南
館
4
階
）

６
月
議
会
定
例
会
の
日
程

清
須
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

投
・
開
票
結
果

平
成
30
年
４
月
15
日
執
行

開
会
日

会
議
等

1
日（
金
）
本
会
議（
行
政
報
告・質
疑
、

　
　
　

  

議
案
提
案・説
明
）

21
日（
木
）
本
会
議（
委
員
長
報
告・

　
　
　

  

討
論・採
決
）

8
日（
金
）
本
会
議（
一
般
質
問
）

7
日（
木
）
本
会
議（
一
般
質
問
）

13
日（
水
）
福
祉
常
任
委
員
会

12
日（
火
）
本
会
議（
議
案
質
疑
）

14
日（
木
）
建
設
文
教
常
任
委
員
会

15
日（
金
）
総
務
常
任
委
員
会

市
議
会
の
議
会
構
成

　

５
月
9
日（
水
）に
第
１
回
臨
時
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
・
副
議
長
、
監
査
委
員
等
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
　
長　
　
　
　
　
　

伊
藤
嘉
起

◆
副
議
長　
　
　
　
　
　

野
々
部
享

◆
監
査
委
員　
　
　
　
　

浅
井
泰
三

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
野　

茂

◆
常
任
委
員
会　

　

○
総
務
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
﨑
進
一

　

○
福
祉
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

真
子

　

○
建
設
文
教
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
克
彦

■
問
合
せ　

議
事
調
査
課（
南
館
4
階
）

　

４
月
15
日（
日
）、
清
須
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
市
議

会
議
員
22
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

◆
投
票
結
果

男

女

計

27,309人

27,257人

54,566人

当日の
有権者数

11,854人

13,149人

25,003人

投票者数

43.41％

48.24％

45.82％

投票率

◆
清
須
市
議
会
議
員（
届
出
順
）

■
問
合
せ　

防
災
行
政
課（
北
館
3
階
）

野
々
部
享（
無
所
属
）

成
田
義
之（
無
所
属
）

加
藤
光
則（
日
本
共
産
党
）

岡
山
克
彦（
無
所
属
）

冨
田
雄
二（
無
所
属
）

松
川
秀
康（
無
所
属
）

下
堂
薗
稔（
無
所
属
）

大
塚
祥
之（
無
所
属
）

伊
藤
嘉
起（
無
所
属
）

松
岡
繁
知（
無
所
属
）

小
﨑
進
一（
無
所
属
）

岸
本
洋
美（
公
明
党
）

久
野　

茂（
無
所
属
）

浅
井
泰
三（
無
所
属
）

浅
野
富
典（
無
所
属
）

白
井　

章（
立
憲
民
主
党
）

八
木
勝
之（
無
所
属
）

飛
永
勝
次（
公
明
党
）

山
内
徳
彦（
無
所
属
）

高
橋
哲
生（
無
所
属
）

天
野
武
藏（
無
所
属
）

林　

真
子（
公
明
党
）

開票の様子
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ニ
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る
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だ
よ
り
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座

児
童・子
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よ
り

フ
ォ
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ダ
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ア
リ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
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　大雨により庄内川の堤防が崩壊する危険があるという想定
の下、市消防団員及び市職員が訓練を行います。
　見学はどなたでもできます。ぜひお越しください。
と　き　６月10日(日)　午前９時から
ところ　みずとぴぁ庄内
　　　　(庄内川水防センター)前堤防

■問合せ　防災行政課(北館３階)

　

市
・
県
民
税
が
課
税
と
な
る
方
に
6
月

上
旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
会

社
に
お
勤
め
の
方
に
つ
い
て
は
、
お
勤
め

の
会
社
を
通
じ
て
今
年
度
の
市
・
県
民
税

の
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
所
得
に
対

す
る
市
・
県
民
税
の
支
払
方
法
は
、
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
年
金
受
給
者
が
支
払
う
べ

き
市
・
県
民
税
は
、
日
本
年
金
機
構
等
の

「
年
金
保
険
者
」が
市
へ
直
接
納
め
、
受
給

者
に
は
年
金
か
ら
税
金
を
差
引
い
た
差
額

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

（
次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方
）

①
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
で
年
齢
が
65

歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

②
市
・
県
民
税
の
納
税
義
務
者

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
又

は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等
受
給
者

対
象
と
な
る
税
額　

厚
生
年
金
、
企
業
年

金
等
を
含
む
す
べ
て
の
公
的
年
金
等
に

係
る
所
得
額
に
応
じ
た
税
額（
税
額
は
、

老
齢
基
礎
年
金
又
は
老
齢
年
金
、
退
職

年
金
等
か
ら
特
別
徴
収
）

実
施
時
期　

初
め
て
特
別
徴
収
と
な
る
場

合
は
、
平
成
30
年
10
月
支
給
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
既
に
納
付
さ
れ
た
市
・
県
民
税
に
つ
い

て
は
、
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
、
該
当
す
る

減
免
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

減
免
申
請
を
す
る
時
期　

納
期
限
の
7
日

前（
第
1
期
分
は
6
月
25
日（
月
））ま
で

で
す
。
そ
れ
以
降
は
、
減
免
申
請
の
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

税
務
課（
北
館
2
階
）

受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。）

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で

市
・
県
民
税
を
納
税
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
課
税
さ
れ
た
市
・

県
民
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方（
申
請
に
必
要
な
書
類
等
）

①
前
年
総
所
得
金
額
が
2
0
0
万
円
以
下

の
方
で
、
前
年
に
比
べ
当
該
年
中
の
総

所
得
金
額
の
見
込
金
額
が
2
分
の
1
以

下
に
減
少
す
る
方（
平
成
30
年
の
収
入

が
わ
か
る
も
の
、
印
鑑
、
平
成
30
年
度

納
付
書
）

②
前
年
総
所
得
金
額
が
2
0
0
万
円
以
下

の
方
で
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る

方（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
印
鑑
、

平
成
30
年
度
納
付
書
）

③
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方（
り

災
証
明
書
、
印
鑑
、
平
成
30
年
度
納
付

書
）

④
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
扶
助
を
受

け
て
い
る
方（
保
護
開
始
決
定
通
知
書
、

印
鑑
、
平
成
30
年
度
納
付
書
）

⑤
勤
労
学
生
で
あ
る
方（
在
学
証
明
書
、

印
鑑
、
平
成
30
年
度
納
付
書
）

※
分
離
課
税（
譲
渡
所
得
・
退
職
所
得
等
）

に
か
か
る
税
金
は
、
減
免
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

市
・
県
民
税
の
減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
送
付
の
お
知
ら
せ

税
だ
よ
り

■
問
合
せ　

税
務
課（
北
館
２
階
）

春 

の 

叙 

勲

〈
旭
日
双
光
章
〉

　

長
年
に
わ
た
り
、
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

根
本
憲
生

　（
土
器
野
）

〈
瑞
宝
双
光
章
〉

　

長
年
に
わ
た
り
、
教
員
と
し
て
地
域

教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

安
藤
秀
夫

　（
土
器
野
）

（
敬
称
略
）

○匿名　学校図書 ２５０冊

　新川中学校で有効に使わ
せていただきます。
　ご厚意に感謝し、厚くお礼
申し上げます。

寄附を
いただきました

行
政
ニ
ュ
ー
ス

夢
広
場
は
る
ひ

保
健
だ
よ
り

教
室
・
講
座

児
童・子
育
て
だ
よ
り

フ
ォ
ト
ダ
イ
ア
リ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
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高
額
療
養
費
所
得
区
分
判
定

　

同
一
世
帯
内
の
世
帯
主
及
び
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
方
で
、
お
ひ
と
り
で

も
未
申
告
の
方
が
い
る
場
合
は
、
上
位

所
得
者
と
し
て
判
定
さ
れ
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証

（
70
歳
〜
74
歳
の
方
が
対
象
）

　

所
得
申
告
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、
高

齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
割
合
が
判

定
で
き
ず
、
高
齢
受
給
者
証
の
交
付
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

な
ど
、国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る（
や

め
る
）手
続
き
は
、
自
動
的
に
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
喪
失
手
続
き
が

必
要
で
す
。

※
異
動
の
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

届
出
が
必
要
で
す
。

手
続
き
が
で
き
る
方

･
本
人
又
は
同
一
世
帯
の
家
族（
住
民

票
が
一
緒
の
方
に
限
る
。） 

･
代
理
人（
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
）

手
続
き
場
所

　

保
険
年
金
課（
北
館
1
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

･
新
規
加
入
さ
れ
た
方
全
員
の
健
康
保

険
証（
名
前
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）又

は
健
康
保
険
取
得
証
明
書
、
国
民
健

国
民
健
康
保
険
の

喪
失
手
続
は
お
済
み
で
す
か

母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
、

後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

有
効
期
限
は
7
月
31
日（
火
）で
す
。

対
象
者
へ
は
、
6
月
中
旬
に
更
新
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

保
険
年
金
課（
北
館
1
階
）

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
書
で
お
支

払
い
さ
れ
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ
で
す
。

　

安
心
確
実
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
と
、
保
険
税
の
お

支
払
い
に
出
向
く
わ
ず
ら
わ
し
さ
が
な

く
な
り
、
お
支
払
い
の
う
っ
か
り
忘
れ

や
、
納
付
書
を
紛
失
し
て
し
ま
う
心
配

も
な
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※「
随
時
分
」・「
過
年
度
新
規
賦
課
分

（
過
新
分
）」に
つ
い
て
は
、
口
座
振

替
で
き
ま
せ
ん
。

康
保
険
証
、
印
鑑
、
世
帯
主
及
び
国

民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
方
全
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）と
来
庁

さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類（
運
転

免
許
証
な
ど
）

※
市
の
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失

後
、
国
民
健
康
保
険
証
で
医
療
機
関

に
受
診
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険

が
負
担
し
た
医
療
費（
7
割
〜
9
割
）

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※
窓
口
で
の
手
続
き
が
難
し
い
場
合
、

喪
失
手
続
き
を
郵
送
に
よ
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
申
請
書
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
は
、
市
・
県

民
税
の
所
得
情
報
に
基
づ
い
て
賦
課
及

び
区
分
判
定
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
世

帯
主
を
含
む
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
す
べ
て
の
方
に
所
得
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
給
与
支

払
報
告
書
、
老
齢
年
金
支
払
報
告
書
の

提
出
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
。）

※
市
内
外
に
関
わ
ら
ず
同
一
世
帯
以
外

に
お
住
ま
い
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
も
、
所
得
申
告
が
必
要
で
す
。

※
前
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
方
又
は

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
や
雇
用
保
険

の
失
業
給
付
な
ど
の
非
課
税
収
入
の

み
で
あ
っ
た
方
は
、「
収
入
が
0
円
で

あ
る
」と
い
う
申
告
が
必
要
で
す
。

※
所
得
税
確
定
申
告
・
年
末
調
整
等
で

扶
養
し
て
い
る
方
と
同
一
世
帯
の
扶

養
さ
れ
て
い
る
方
又
は
中
学
生
以
下

の
方
は
、
所
得
申
告
は
不
要
で
す
。

※
申
告
に
つ
い
て
は
、
税
務
課（
北
館

2
階
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　国

民
健
康
保
険
税

　

前
年
中（
1
月
〜
12
月
）の
所
得
申
告

に
基
づ
き
賦
課
さ
れ
る
た
め
、
未
申
告

の
場
合
は
所
得
不
明
と
判
定
さ
れ
正
し

い
算
定
が
で
き
ず
、軽
減（
7
割
、5
割
、

2
割
）判
定
も
不
可
能
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

■
問
合
せ　

保
険
年
金
課（
北
館
１
階
）

国
民
健
康
保
険
の
各
種
判
定

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
に
は
、

便
利
な『
口
座
振
替
』を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

口
座
振
替
は
、
次
の
金
融
機
関
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
十
六
銀
行
、
愛

知
銀
行
、
中
京
銀
行
、
大
垣
共
立
銀
行
、

名
古
屋
銀
行
、
中
日
信
用
金
庫
、
い
ち

い
信
用
金
庫
、
岐
阜
信
用
金
庫
、
瀬
戸

信
用
金
庫
、西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

※「
口
座
振
替
依
頼
書
・
自
動
払
込
利

用
申
込
書
」は
市
内
の
金
融
機
関
各

支
店
な
ど
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他

の
支
店
な
ど
に
依
頼
す
る
場
合
は
、

収
納
課（
北
館
2
階
）又
は
保
険
年
金

課（
北
館
1
階
）に
て
依
頼
書
を
お
渡

し
し
ま
す
。
ご
記
入
押
印
の
う
え
金

融
機
関
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
月
の
翌
月
末
の
納
期
分
以
降
か

ら
開
始
と
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
の
時
期
に
よ
っ
て
は
納
税
通

知
書
へ
反
映
さ
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。
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学
校
を
支
え
て
い
る
の
は
、
現
在
そ

の
学
校
に
関
わ
っ
て
い
る
人
達
だ
け
で

な
く
、
長
い
歴
史
の
中
で
支
え
ら
れ
、

地
域
の
中
で
育
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

こ
の
春
、
西
枇
杷
島
中
学
校
を
卒
業

し
て
い
っ
た
卒
業
生
か
ら
も
、
自
分
達

が
読
ん
で
い
た
図
書
を
、
在
校
生
の
た

め
に
と
寄
贈
し
て
い
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
日
々
の
見
守
り
や
、
学
校
へ
の
支

援
は
、
母
校
へ
の
愛
情
の
な
せ
る
業
な

の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

今
年
の
桜
は
、
入
学
式
を
待
た
ず
に

散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
春
は
、
別

れ
と
出
会
い
が
交
差
す
る
季
節
で
す
。

学
校
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
久
し
い
方
々

も
、
ふ
と
母
校
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

昨
年
度
、
西
枇
杷
島
小
学
校
の
家
庭

科
の
授
業
の
お
手
伝
い
と
し
て
、
ミ
シ

ン
指
導
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
目
に
、
古
い
ア
イ
ロ
ン

台
が
、
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
同
窓
生

の
方
々
と
ご
相
談
さ
れ
、
卒
業
生
と
し

て
、ア
イ
ロ
ン
台
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

新
川
中
学
校
に
は
、
学
校
図
書
室
に

新
し
い
書
棚
と
書
籍
が
あ
り
ま
す
。
卒

業
生
の
方
の
温
か
い
思
い
が
形
と
な
っ

て
、
在
校
生
達
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
35

市
民
記
者
が
ゆ
く
！

卒
業
生
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

市
民
記
者　

武
島
敦
子

ごみの減量にご協力ください
　市から排出される可燃ごみの量が増えています。可燃ごみの減量を行うには次のように少し手間をかけていた
だくことにより、減量することができます。
●生ごみの水切りをしっかり行いましょう。
　生ごみの約８０パーセントは水分です。水切りを行うことによって重量を約１０パーセント減らすことができます。
生ごみの腐敗や悪臭の主な原因は、生ごみに含まれる水分です。水分を減らすための工夫をすることで、ごみの減
量だけでなく臭気防止にも効果があります。ごみの減量化の第一歩として生ごみの水切りにご協力いただきます
ようよろしくお願いします。
生ごみの水分を減らすために、次のポイントを押さえておきましょう。
　①濡らさない　　②しぼる　　③乾かす
●可燃ごみの中のダンボールや古紙類の多くは資源となります。
　可燃ごみとして出されているものの中に、ダンボール、新聞、雑紙などが含ま
れているものが見受けられます。
　これらのものを資源として排出することで、ごみの量を減らすとともにリサイ
クルによる省資源化が実現できます。
　ごみの減量とリサイクルについて、ご理解とご協力をお願いします。

■問合せ　生活環境課(北館２階)

■問合せ　生活環境課(北館２階)【出典：エコチャレ手帳２０１８（愛知県）】

エアコンを  買うなら確認  星五つエアコンを  買うなら確認  星五つ
●家電製品を買うときは、省エネルギー性能の高いものを選びましょう。
●家の新築・改築の際は、高効率エネルギー機器や自然エネルギー利用機器を取り入れましょう。

今月のエコチャレンジ
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